
バス運転手の勤務と睡眠

――進む合理化策のもとで――

川 村 雅 則

Ⅰ．はじめに 149

Ⅱ．調査の概要 151

Ⅲ．調査の結果 151

Ⅳ．まとめに代えて 158

…………………………………………………………

………………………………………………………

………………………………………………………

…………………………………………………

Ⅰ．は じ め に

本稿は，規制緩和と進む合理化策のもとで

働くバス運転手の勤務・睡眠に焦点をあてて

実施した調査の結果をまとめたものである。

本調査研究の問題意識については，すでに発

表した拙稿 も参照されたい。

JR福知山線の事故から１年が経過した。事

故の直接的な原因は，運転士が，70キロの速

度制限のカーブに110キロを超える速度のま

ま突入して列車を脱線させてしまったことに

ある，とされる。だが問題は，一つには，仮

に運転士が誤った操作で速度超過をしたとし

ても列車の速度を制御するような保安システ

ムの整備がなぜなされていなかったのかとい

うこと（事故後に設置）。もう一つには，運転

士のそういった操作や異常な心理状態の背景

にあったと推測されている，「日勤教育」に象

徴される会社側の特異な労務管理のあり方・

懲罰方式や，ゆとりのないダイヤ編成，日々

の勤務・睡眠の状況などの問題である。以上

を，安全対策との関連で言い換えれば，一つ

には，人間はミスをおかすものと前提した安

全対策を講ずる必要があること。もう一つに

は，人間のおかしたミスを事故の原因として

ではなく様々な要因の結果としてとらえ，そ

れらの除去や改善を図る必要があること，と

いえよう。

とはいえ，自動車運転労働の場合，鉄道と

異なり，作業の場が，多数の車両や自転車及

び歩行者がそれぞれの意志で走行・通行する

公道である。そうした不確定要素が多いとい

うことなどから，この産業で事故未然防止策

を講ずることは，他の産業に比べると，容易

ではない（もちろん，道路や信号，車両など

の改良の余地はなお多い）。ちょっとしたミス

がそく事故につながりやすい。それゆえ，運

転手が，常に適切な運転作業を遂行できる状

態にいられるための，勤務・生活（睡眠）上

の配慮が安全対策としては重要となる。

さて，そういう観点から，規制緩和の導入
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された今日の交通運輸（以下，単に交通）業

界をみてみよう。政府は，この分野における

規制緩和の「成果」を高く評価している。だ

が実際には，鉄道をはじめ，航空分野では，

大事故につながりかねないトラブル（インシ

デント）が続いており，自動車交通分野では

事故そのものが増大している。まさに『公共

交通が危ない』という状況である。何が起き

ているのだろうか。

本稿でとりあげる乗合バス業界に限定して

みると，貸切バス業界 のような相次ぐ新規

参入・運賃の大幅な値下げこそみられないが，

バス利用者の減少・規制緩和・補助金制度の

縮小等々への対応策として，各社ではコスト

の徹底した削減が進んでいる。具体的には，

鉄道会社によるバス事業部門の分離・子会社

化や，それにともなう賃金体系の変更（賃金

切り下げ），人員削減，非正規雇用の活用，勤

務時間の延長などの敢行である 。それらによ

り，バス事業による収入自体は増加していな

いにもかかわらず，経営は改善している（図

1－1）。人件費比率が63.1％にまで減少して

いる一方で，収支率は現在96.2％にまで改善

されている。

こうした合理化策に無理はないのだろう

か。例えば，事故件数の推移をみると，全国

でも北海道でも，営業用バスの事故は増加傾

向にある 。平成元年と比べると約1.5倍であ

る。しかも，走行距離当りでみても，事故件

数にはやはり増加傾向が確認されるのである

（図1－2）。

もちろん，事故は様々な要因が複雑に絡み

合って発生するものであり，合理化策の全て

がストレートに事故発生の可能性を拡大させ

るわけでは，必ずしもない。

だが，働き方（働かせ方）に関して，労使

間の協約による規制はおろか，法的な規制が

脆弱なのがわが国である。例えば，「自動車運

転者の労働時間等の労働条件の向上を図るこ

図1－1 乗合バス事業の収入，経営収支率及び収入

に対する人件費比率の推移

資料：国交省『一般乗合バス事業の収支状況につい

て』，各年度より作成。

図1－2 営業用バスを第一当事者とする，走行距離

１億km当りの事故件数の推移

資料１：事故件数は，交通事故総合分析センター『交

通事故統計年報』，北海道警察『交通年鑑』各

年版より（数値は，年内分）。

資料２：走行距離は，国交省『自動車輸送統計年報』

各年度版より（数値は年度内分）。
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と」を目的に定められた「改善基準告示」で

さえ，その中身は，休息期間（退社時刻から

翌日勤務の出社時刻までの時間）は継続して

８時間以上確保されていれば，問題なしとさ

れるレベルなのである（「改善基準」の主要項

目を抜き出した表1－1を参照）。

こうした，労働分野の規制が脆弱な状況下

で進められる合理化策で，働くものの負担は

増加していないだろうか。本調査研究は，バ

ス乗務員の勤務や睡眠，労働負担に焦点をあ

てて，その検証を試みるものである。

Ⅱ．調査の概要

労働組合の協力で，札幌及び近郊で働くバ

ス運転手（組合員）を対象にして，勤務・睡

眠時間に関する記録と質問紙調査を実施し

た。

用いた調査票は，内容が二つに分かれてい

る。⑴ 属性，勤務・乗務に関する負担，睡眠

状況，そして疲労・自覚症状・持病など健康

に関する質問項目を設けたもの（以下，「質問

紙調査」）。⑵ 就寝時刻と起床時刻，出社時刻

と退社時刻 ，二度寝・仮眠の有無とその時間

を連続一週間にわたって記録するもの（以下，

「時間調査」）である。【資料３】に調査票を掲

げたので参照されたい。

調査は2005年12月に開始した。当初の予

定では調査票の回収は12月末で終了する予

定だったが，翌年１月の半ばまで延長した。

約300人（298人）を対象に調査票を配布

し，190人から回収した（回収率は63.8％）。

記入漏れの多かった１人を除く189人を分析

の対象とする。

分析等に関して三点補足する。⒜「時間調

査」の分析結果の一部は，延べ人数（人日）

で記してあるので注意されたい。⒝ 本文中や

表中では不明分は除いて計算しているので合

計は一致しない。⒞ 健康に関する分析では，

厚労省「労働者健康状況調査」の結果を比較

対象として用いている。

Ⅲ．調査の結果

１．回答者の属性など

本調査回答者の属性やバス乗務経験を簡単

に述べておこう。①年齢は30歳代が６割弱を

占め，20歳代もあわせると全体の8割を超え

る若い年齢構成である。②世帯構造は「夫婦

と子ども」が４割強で最も多い。③現在の通

勤時間（片道）の平均値は21±11分。④雇用

形態は，三つに分かれ（６で詳しく述べる），

非正規雇用は35.4％を占める 。⑤バスの乗

務経験の平均値は7.6年である。⑥主な乗務

内容は「乗合・路線」に従事するものがほぼ

全員である。これら「質問紙調査」結果の一

覧は付表①にまとめたので参照されたい。で

は「時間調査」の分析結果にうつろう。

２．勤務について

「時間調査」は，「質問紙調査」に比べると

バス運転手の勤務と睡眠

表1－1 改善基準告示の内容

拘束時間 ４週平均で１週間当たり 65時間

１日 原則13時間

最大16時間

（15時間超えは１週２回以内）

休息期間 継続 ８時間以上

運転時間 ２日平均で１日当たり ９時間

２週平均で１週間当たり 40時間

連続運転

時間

４時間以内（運転の中断には，１回連続10分

以上，かつ，合計30分以上の運転離脱が必要)

出所：旧労働省『【改訂新版】自動車運転者労務改善基準の

解説』p150～p151から主な項目を抜粋。
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欠損が少なくなかった。具体的には，休日の

起床時刻・就寝時刻の記載漏れが多かった。

189人の一週間の勤務日数は，「６日間」

(67.2％）と「５日間」（29.1％）に集中して

いる。延べの回答数は，1323人日（189人×

７日分）で，内訳は，勤務日が1074人日

（81.2％）で，休日が249人日（18.8％）で

ある。

ここで，ある回答者の記録結果を使って，

バス運転手の勤務の主な特徴を簡単に確認し

ておこう（図3－1）。実線は勤務，点線は睡眠

（夜眠）を示している。

同図からは，⑴ 毎日の出社時刻と退社時刻

の位置が大きく異なり，早い時間帯の出社が

多く，遅い退社も多いこと，⑵ 短い時間の勤

務の一方で，長時間勤務も多く，総拘束時間

が長いこと，⑶ そして，毎日の睡眠の位置が

異なり，かつ，睡眠は総じて短いこと，など

の特徴が確認されるだろう。

では，「時間調査」全体の分析にうつろう。

１）早い出社時刻と遅い退社時刻

出社時刻は早い（図3－2左）。６時前にす

でに出社しているケースが全体の４分の１を

占める。８時前までに範囲をひろげると全体

の７割を超えている。また13時以降の出社が

２割弱を占めるというバラつきも特徴であ

る。

逆に退社時刻は遅い（同図右）。18時前とい

う早い退社も全体の4分の1を占めるとはい

え，20時以降が半数を超え，22時以降に限定

しても2割を超えている。

ところで，勤務の組み合わせで問題になっ

てくるのは，例えば「遅い退社の翌日が早い

時刻の出社」というパターンだろう。実際に

はそういうパターンはどの位あるのだろう

か。図3－3は退社時刻と翌日の出社時刻の組

み合わせである（休日をはさむ場合は除く。

付表⑥も参照）。

組み合わせ全体（n＝839人日）のうち，22

図3－2 出社時刻及び退社時刻（n＝1067人日)

図3－1 あるバス運転手の１週間の勤務と睡眠

図3－3 退社時刻別にみた（翌日の）早い出社時刻

の割合（n＝839人日)
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時以降の退社は23.4％（n＝196人日）を占め

る。このうち翌日の出社が７時前というパ

ターンは３割（31.1％）に及ぶ。さらに範囲

をひろげて，21時以降の退社群（n＝307人

日，全体の36.6％）でみると，翌日が７時前

の出社はそのうちの半数（49.8％）に達する

のである。では，拘束時間の実態に移ろう。

２）長い拘束時間

勤務の第二の特徴が長い拘束時間だった。

まずは運転手一人一人の一週間の総拘束時間

をみる （図3－4）。

男性フルタイム労働者を中心に長時間労

働・働き過ぎが問題になっているわが国での

想定としては現実的ではないが，仮に一日９

時間拘束（８時間労働・１時間休憩）・週休２

日制のフルタイム労働者であれば，一週間の

総拘束時間は45時間である。それに対してバ

ス運転手ではどうか。50時間未満はわずか

５％に過ぎない。平均値は65.3±9.2時間に

達し，「告示」基準に抵触する長さである（注

釈11に記述のとおり，二度出勤のケースも含

む) 。

次に，一勤務ごとの拘束時間だが（図3－

5），「８時間台」という短時間の層にひとつの

山がみられるが，もうひとつの山，つまり，

回答の集中が13，14時間台という長時間層に

みられる（平均値は11.5±2.9時間）。ここで

も「告示」基準（原則13時間）を超えるケー

スが少なくない。

さて，休息期間や睡眠時間は果たして十分

に確保できているのだろうか。項をあらため

て，順に検討していこう。

３．休息期間・睡眠について

１）短い休息期間

まずは長い拘束時間に圧迫された休息期間

の結果である。

図3－6のとおり，休息期間は，拘束時間と

は逆に，短時間層に回答が集中している（平

均値は11.4±3.5時間）。最も多いのは「９時

間台」（25.1％）で，勤務が連続するパターン

では，越河（注釈７）が示した14時間以上の

休息期間が確保できているのはわずか２割に

とどまる。なお厚労省「告示」では，休息期

間は連続した８時間が確保されていればよ

図3－4 一週間の総拘束時間（n＝186人)

図3－5 拘束時間（n＝1067人日)
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し，というおよそ非人間的な水準が示されて

いたが，その水準さえ確保されていないケー

スも，比率はわずかながら，みられるのであ

る。こうした短い休息期間に規定されて，睡

眠時間の分布も，短い時間に集中することに

なる。次に睡眠の分析結果をみていこう。

２）時間の短さを中心とする睡眠の問題

分析の前に二点述べておく。一つは，一般

的に睡眠といわれるものは，ここでは夜眠と

呼ぶ。なぜなら，後述のとおり，睡眠不足に

陥りがちな彼らバス運転手は，その負債（「睡

眠負債」）を少しでも解消しようと，拘束時間

内には仮眠をとることが多く，また，遅番の

日には食後に「二度寝」をするなど，分析で

は，その分を考慮する必要があるためだ。

二つは，休日の起床・就寝時刻の記載漏れ

が少なからずみられたので，一週間の総睡眠

時間については，完全に記載がなされていた

100人の回答に限定されている。

では，まず一週間の総睡眠（夜眠）時間を

みてみよう（図3－7）。

１日に必要な最低限度の睡眠を仮に７時間

とした場合の水準，すなわち49時間を上回る

ものは全体の３割にとどまる。平均値は

45.9±5.4時間である。

しかも，この睡眠を勤務日と休日とに分け

てみると（図3－8，付表⑤），勤務日の睡眠は

非常に短い時間に分布し，全体の７割強が７

時間に満たない。逆に，休日には長い時間に

分布している。つまり，勤務日には睡眠が不

足しており，その負債を休日に解消しようと

努力していることが示唆されるのである。

そして，先に記したが，二度寝や仮眠とい

う手段も多く採用されている（表3－1）。すな

わち，遅番の日を中心に，二度寝をする運転

図3－6 休息期間（n＝839人日)

図3－7 一週間の総睡眠（夜眠）時間（n＝100人)

図3－8 勤務日／休日別にみた睡眠（夜眠）時間

(勤務日n＝1025人日，休日n＝150人日)

表3－1 各調査日の二度寝・仮眠の状況
単位：人，％

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目

189100.0 189100.0 189100.0 189100.0 189100.0 189100.0 189100.0

なし 152 80.4 169 89.4 174 92.1 172 91.0 169 89.4 166 87.8 172 91.0
二度寝

あり 37 19.6 20 10.6 15 7.9 17 9.0 20 10.6 23 12.2 17 9.0

なし 138 73.0 112 59.3 95 50.3 121 64.0 156 82.5 159 84.1 182 96.3
仮眠

あり 51 27.0 77 40.7 94 49.7 68 36.0 33 17.5 30 15.9 7 3.7
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手の割合が少なくない。いずれの調査日でも

１割前後（１日目は２割）を占めている。ま

た（勤務時間内の）仮眠は，多い日では５割

もの運転手がとっているのである。その結果，

これらもあわせた一週間の総睡眠時間をあら

ためてみると（図3－9），睡眠の量は底上げさ

れて，平均時間は２時間強増加している（48.2

±5.3時間）。

もっとも，それでもなお一週間の睡眠が49

時間に満たないものが半数を超えている。そ

のため，こうした，睡眠不足の解消の努力に

もかかわらず，睡眠に関する量的・質的な訴

えが「質問紙調査」で多くみられた（後述）。

ところで，短い睡眠の改善のために勤務上

どんな対策が必要だろうか。その第一はやは

り，拘束時間を短くして，一定の休息期間を

確保できるようすることだろう。図3－10は

休息期間別にみた短時間睡眠（７時間未満睡

眠。以下，同様）の割合だが，休息期間が短

い日（図左）には睡眠も短い（付表⑦も参照）。

だが同図の右，すなわち，休息期間が比較

的確保できている日であっても，睡眠（夜眠）

時間の短いケースが少なくない。これは，そ

れらの日に早い出社時刻の勤務が多く含まれ

ていることによる。言い換えれば，睡眠の確

保のためには出社時刻にも留意する必要があ

るということになる。これが第二点目である。

この点を確認するために，出社時刻別に短

時間睡眠の割合をみてみよう（図3－11，付表

⑨）。早い時刻に出社しなければならない日に

は，短時間睡眠のウェイトが高いことが確認

図3－11 出社時刻別にみた短時間睡眠の割合

(n＝1018人日）

図3－10 休息期間別にみた短時間睡眠（７時間未

満睡眠）の割合（n＝832人日)

図3－9 一週間の総睡眠時間

(二度寝・仮眠を含む，n＝100)
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される。

やや煩雑になるが，以上のことを次の図

3－12（付表⑩）にまとめた。休息期間別・出

社時刻別にみた短時間睡眠の割合である（例

数が少ない箇所もあるので注意）。同一の休息

期間内でも，出社の遅い日（白の棒グラフ）

より出社の早い日（黒）に短時間の睡眠が多

い。

４．勤務・乗務に関する負担

「時間調査」の結果で確認してきたこうした

勤務や睡眠の特徴（問題）を，どの位の運転

手が負担と感じているのだろうか。「質問紙調

査」の結果でみていこう。

まず勤務時間に関する訴えとして（表3－

2），（ア）拘束時間の長いことや，その裏返し

でもある（ウ）在宅時間の短いことへの訴え

が顕著に高い（９割弱）。また，（ク）ダイヤ

の余裕のなさも６割を超えている。これら三

つの項目は，最大の負担の上位三項目でもあ

る。

続いて，乗務中によくある出来事や負担を

みると（表3－3），いずれの項目でも，やはり

訴えが多い。すなわち，（ア）寝不足・疲労・

体調不良などを感じながら乗務にのぞんでい

ることや，（イ）乗務中のヒヤリハットの出現。

さらに，乗務中に，周囲の車両の走行状況や

ダイヤの遅れの「回復運転」に対して精神的

な負担を感じていること（（ウ）～（カ）），あ

るいは，運転作業と並行した車内・利用者へ

の気配り等が精神的な負担になっていること

(（コ），（サ））などである。

最後に睡眠については（付表①），「十分な

睡眠時間がとれない」という量的問題への訴

えが非常に高い割合（76.0％）でみられたの

表3－2 勤務時間等に関して強く感じている負担

(複数回答可）と，そのうち最も強く感じて

いる負担
単位：人，％

全体
うち最大

183 100.0 129 100.0

(ア)拘束時間の長い勤務が多い 162 88.5 58 45.0

(イ)乗務（運転）時間の長い乗務が多い 49 26.8 2 1.6

(ウ）在宅時間(勤務と勤務の間の時間)が短い 158 86.3 40 31.0

(エ)出社時刻の早い日が多い 77 42.1 3 2.3

(オ)退社時刻の遅い日が多い 88 48.1 4 3.1

(カ)毎日，出社・退社が不規則である 98 53.6 6 4.7

(キ)拘束時間中の休憩時間が不足している 54 29.5

(ク)ダイヤに余裕がない 114 62.3 16 12.4

図3－12 休息期間別・出社時刻別にみた短時間睡眠

の割合（n＝832人日)

表3－3 乗務中によくある出来事や負担

単位：人，％

189 100.0

(ア)乗務前や乗務中に，寝不足や疲れ，体

調の悪さを感じる

137 72.5

(イ)寝不足や強い眠気で乗務中にヒヤッと

したりハッとする

96 50.8

(ウ)自家用車が多くてイライラする 110 58.2

(エ)自家用車にバスレーンを走行されイラ

イラする

105 55.6

(オ)乗務中，周囲の車両の走行・動きに，

ヒヤッとしたりハッとする

147 77.8

(カ)ダイヤ通りの運行をしようと焦ったり

ダイヤの遅れを取り戻そうと焦ったりする

105 55.6

(キ)乗務中に強い便意をもよおして我慢す

る

59 31.2

(ク)「行き」と「帰り」のあいだ（１方向と

１方向のあいだ）の休憩時間が十分にとれな

い

113 59.8

(ケ)１方向の乗務時間が長く，途中で集中

力がとぎれる

45 23.8

(コ)車内事故の発生が気になって，運転に

集中できなかったり精神的な負担を感じる

91 48.1

(サ)乗務中の口頭によるアナウンスが，運

転に集中する妨げになっている

80 42.3
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は予想されたとおりだが，さらに，「ぐっすり

深い睡眠がとれない」（40.4％）「夜中に目が

覚める」（37.2％）など，質的な問題への訴え

も少なくなかった。

以上の勤務・乗務に関する負担，休息期間

(在宅時間）・睡眠の問題については，【資料

２】の自由回答も参照されたい。

５．疲労，自覚症状と持病の状況

ここで，バス運転手の健康状態を一般の労

働者（男性）と比較してみよう。冒頭で述べ

たとおり，本調査では，疲労・自覚症状・持

病について，厚労省調査と同じ質問・回答項

目を設けている 。例数の多い20，30歳代を

分析の対象とする。両者の有意差の検定はχ

検定（５％水準）で行った。

なお，あらかじめ述べておくと，年齢構成

が若いこともあり，本調査回答者であるバス

運転手では，持病の訴え（有病率）は，腰痛

を除いて少なかった。よって本文中では分析

結果は省略する（付表①を参照）。

さて，第一に，普段の仕事による身体の疲

れの程度については（図3－13），疲れを感じ

ているに回答が集中しており，しかも，強い

疲れのウェイトは一般の労働者よりも有意に

高い（付表②）。

また，疲労を感じる部位については （図

3－14），「目」が６割を超えて多く，「全体的

に」が続く。「目」や「腰」では，統計的に有

意な差も確認される（付表②）。

次に，自覚症状である 。まず，自覚症状の

ないものは本調査では12，13％で，旧労働省

調査では23％（23.1％，23.0％）だった（付

表①）。では，自覚症状のあるものに限定して，

症状別に訴えの比率（以下，有訴率）をみて

いこう（表3－4）。

有訴率が50％を超えて高いのは，（ク）目の

かすみ・疲れ，（サ）肩・腕・首すじのこり・

痛みである。（ク）については20，30歳代の

いずれにおいても，（サ）については20歳代

で，統計的に有意な差がみられる。いずれの

症状も，自動車運転作業との結びつきが強い

ものである。

その他にも，両年齢群でともに統計的に有

意な差が確認される症状をみていくと，（ソ）

頭痛，（セ）頻尿・残尿感，そして一般労働者

に比べて３倍近い値の（チ）不眠などがあげ

られる。
図3－13 普段の仕事による身体の疲れ（20，30歳代)

注：労働者計のデータは，『平成14年 労働者健康状

況調査』結果より。

図3－14 疲れの部位（20，30歳代)

注：図3－13に同じ。
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６．収入，雇用形態

ここまで，勤務・睡眠や健康を中心にみて

きた。最後に，収入や雇用形態について簡単

にふれておく。

注釈４の『毎日新聞』にも記載のとおり，

今日のバス運転手は，雇用形態等の違いで幾

つかのグループに分かれる。親会社である鉄

道会社から出向している運転手と，子会社（バ

ス会社）で採用された運転手。そして後者に

は，非正規雇用で雇われた運転手が含まれて

いる（本調査では，順にＡ・Ｂ・Ｃ群とする）。

さて年間の収入（税込み）は，全体の平均

こそ400万円台だが，年齢（≒雇用形態）に

よって大きく異なる。すなわち，表3－5のと

おり，40，50歳代が７割を占めるＡ群の平均

値は600万円台であるのに対して，回答者全

体の３割を占め，若い年齢層の多いＣ群（非

正規雇用）に限定してみると，300万円を下回

る水準である（290±49万円）。

現在，バス業界では，定年後の運転手の嘱

託採用，若い運転手の非正規雇用での採用（試

用期間の後に正規雇用）などが拡大している

というが，勤務ローテーションや業務内容は，

正規雇用と変わらないケースが多いという

（組合役員聞き取り）。また，【資料２】の非

正規の自由回答には，正規雇用への転換を常

に意識して勤務せざるを得ないことによるプ

レッシャーや不満などが述べられている。正

規雇用への転換の基準が明確に示されていな

い場合などにはそういう不満はより一層強く

なるだろう。

経営側は，仕事に対する運転手のモチベー

ションの向上という観点から，労働側は，「同

一（価値）労働同一賃金原則」という観点か

ら，現行の雇用形態・労務管理・処偶を検証

する必要があるのではないか。

Ⅳ．まとめに代えて

一週間にわたる勤務と睡眠の記録調査の結

果にもとづき，具体的に，バス運転手の負担

を確認してきた。あらためて簡単に整理する

と，第一に，早い出社時刻・遅い退社時刻と

表3－4 自覚症状（20，30歳代)

単位：％

20歳代 30歳代

バス
労働者

計
バス

労働者

計

(ア)動悸，息切れ 7.1 6.1 4.4 7.2

(イ)心臓部痛，不整脈 4.8 5.6 4.4 6.0

(ウ)歯，歯ぐきの痛み・出血 4.8 18.8＊ 9.9 13.3

(エ)吐き気，むかつき，胃痛 21.4 22.4 22.0 21.9

(オ)下痢，便秘，腹痛 26.2 19.2 31.9 21.2＊

(カ)せき，息苦しさ，呼吸難 7.1 4.5 11.0 7.6

(キ)喉の痛み 9.5 7.1 20.9 5.0＊

(ク)目のかすみ・疲れ 66.7 35.6＊ 62.6 36.8＊

(ケ)めまい，耳鳴り 4.8 5.3 11.0 8.7

(コ)手足のけいれん・しびれ 2.4 3.8 4.4 3.3

(サ)肩，腕，首すじのこり・痛み 54.8 39.6＊ 56.0 48.1

(シ)腰の痛み 40.5 42.5 47.3 38.2

(ス)皮膚のかゆみ・湿疹 16.7 11.0 29.7 15.2＊

(セ)頻尿・残尿感 9.5 2.1＊ 16.5 2.4＊

(ソ)頭痛 38.1 16.8＊ 28.6 16.5＊

(タ)身体全体の脱力感 21.4 11.4＊ 18.7 13.9

(チ)不眠 23.8 8.4＊ 19.8 6.6＊

(ツ)視力低下 9.5 16.8 15.4 21.9

(テ)食欲不振 9.5 2.7＊ 3.3 6.2

(ト)その他 3.7 1.6

＊ p＜0.05

注１：「労働者計」の20歳代は，29歳以下。

注２：労働者計のデータは，『平成９年 労働者健康状況調査』結果より。

表3－5 雇用形態別にみた年齢及び年収

単位：人，％

雇用形態

Ａ群 Ｂ群 Ｃ群

39 100.0 83 100.0 67 100.0

年齢 20歳代 19 22.9 31 46.3

30歳代 10 25.6 63 75.9 36 53.7

40歳以上 29 74.4 1 1.2

36 100.0 76 100.0 45 100.0

平成16年 300万円未満 3 3.9 11 24.4

度の年収 ～350万円未満 18 23.7 32 71.1

（税込み。 ～400万円未満 1 2.8 34 44.7 2 4.4

※勤続年 ～500万円未満 1 2.8 20 26.3

数が１年 ～700万円未満 20 55.6 1 1.3

以下のも

のは除く)

700万円以上 14 38.9

平均値 (単位：万円) 637 364 290

標準偏差（単位：万円) 112 44 49
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顕著に長い拘束時間，そして，それと表裏一

体の，休息期間や睡眠時間の短さである。安

全確保の観点からはむろんのこと，健康や労

働外生活の充実の観点からも，極めて不十分

な現行規制に代わる労働時間の上限規制が不

可欠である。その際，直接的な労働時間規制

というルートだけでなく，最低限必要な休息

期間の確保というルートを通じた労働時間規

制の方法も検討の余地がある 。あわせて，運

転職の場合，労働時間だけでなく拘束時間の

長さへの配慮が不可欠である 。

第二に，労働密度，ゆとりなきダイヤの問

題である。労働時間規制さえなきに等しいわ

が国で，労働密度を規制するのは非常に困難

である。だが，交通産業でのゆとりなき働き

方が事故発生の可能性を高めることは言うま

でもない。現行ダイヤの検証が必要である。

あわせて，交通環境の改善，具体的には，と

りわけ都市部でのマイカー規制が，ダイヤ通

りの運行を可能にするためには，必要と思わ

れる。

モータリゼーション中心の交通政策の弊害

が環境汚染や交通災害というかたちであらわ

になり，かつ，将来的にますます高齢者人口

が増大する中で，バスなど公共交通の整備は

急がれる課題である。その具体的な提案は筆

者の能力を超えるが ，バス利用の減少に対

する合理化策の推進という各社の現行の対応

策では，安全面ひとつだけみても，問題が多

いのは明らかといえよう。各地の先進的な事

例に学びながら，政労使による文字通りのバ

スの復権運動の推進が求められている。

【付 記】

本稿は，「平成17年度北海学園学術研究助成

金（一般研究）」を用いて行った調査研究成果の

一部である。

注

１ 「規制緩和のもとでの道内トラック運転手

及びバス運転手の状態（ ）」『北海学園大学経

済論集』第51巻第３・４号，2004年３月。

２ 安部誠治編『公共交通が危ない――規制緩

和と過密労働――』岩波書店，2005年。

３ 規制緩和で新規参入が相次いだ貸切バス業

界では，平成４年度には97424円だった実働

日車当りの営業収入は，15年度には54952円

（56.4％）にまで低下している（北海道バス協

会「北海道のバス事業の現況」平成17年６

月）。

４ 最近のバス業界の実態について，『毎日新

聞』朝刊2006年２月27日付，連載「縦並び社

会」「バス運転手の過酷」を参照。あわせて，

鉄道グループの子会社（バス会社）の実態につ

いて，島本慈子『子会社は叫ぶ』筑摩書房，2002

年の第五章を参照。

５ 但し，乗合バスだけでなく，競争の激しい貸

切バス業界の事故も含まれていることに留

意。内訳は不明。

６ 旧労働省「自動車運転者の労働時間等の改

善のための基準」告示（平成９年に改正され現

在に至る）。出所は，労働省労働基準局編著

『【改訂新版】自動車運転者労務改善基準の解

説』労働基準調査会，平成９年。

７ 越河は，生活時間調査の結果にもとづいて，

８時間以上の睡眠を確保し，かつ，くつろぎの

時間も確保するためには，勤務と勤務の間の

時間，すなわち勤務間隔時間（休息期間から通

勤時間を除いた時間）は，目安として14時間

以上が必要だという。越河六郎「生活行動の時

間的類型に関する研究」『労働科学』第44巻４

号，p213～232，労働科学研究所，1968年。

８ 会社に到着した時刻と，仕事を終えて会社

を退出した時刻。

９ 疲労と持病については，厚労省『平成14年
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労働者健康状況調査報告』労務行政，平成16

年のデータとの比較を行った。自覚症状につ

いては，平成14年調査から関連項目が削除さ

れていたため，若干古いが，旧労働省『平成９

年 労働者健康状況調査報告』労務行政研究

所，平成10年を用いて，比較を行った。

10 定年後の嘱託だけでなく，時給制のパート

運転手など，現在，バス業界では非正規雇用の

活用が進んでいるという（組合役員からの聞

き取り）。そのウェイトは明らかではないが，

例えば，私鉄総連が傘下の組合を対象に2004

年に実施した，「パート」労働者数の把握調査

では，8359人のパートが把握されており，そ

のうちバス運転士は1615人とカウントされ

ている（192組合が回答）。

11 ここで拘束時間について一言述べておく。

バスの長時間勤務の場合，乗務と乗務の間に

長めの休憩をはさむのが一般的である。中に

は，早朝に乗務をこなした後にいったん自宅

に戻って，再び出勤し乗務するというパター

ンもある。この場合，あいだの在宅時間は，拘

束時間から除いて分析すべきかもしれない

が，二回目の勤務・乗務を意識しなければなら

ない以上，この在宅時間はまったくの自由時

間とは異なる。そこで今回は，上記のケース

（明記されていたのは数例）については，最初

の出社時刻と最後の退社時刻の間の全てを拘

束時間とみなして分析した。よって，その分だ

け拘束時間が長いケースを含むことに注意さ

れたい。

12 もちろん，所定の時刻上は，違反の発生する

ような勤務の組み方はされていないはずであ

る。だが，実際の勤務・乗務では，遅刻防止の

ために運転手が「自発的に」早くに出社した

り，路面状況・交通状況・天候等によって退社

時刻が遅れるケースがありこうした結果にな

るのだろう（とりわけ冬期間は）。ここで，所

定の時刻と実際の時刻との両方が記載されて

いたある運転手の例を紹介すると，彼の1週

間（６回）の勤務では合計５時間10分の差が

発生していた（出社で２時間19分，退社で２

時間51分）。

13「身体が疲れますか」など必ずしも適切とは

思われない設問もあったが，比較の都合上そ

のまま使用した。

14 ２つを超えて回答しているものが本調査で

175人中７人いたが，そのまま分析の対象と

した。

15 自覚症状の比較データは，平成９年と若干

古い。よって比較の際には，この間の労働者の

健康状態の悪化を考慮する必要がある。

16 濱口桂一郎「EU労働法政策における労働

時間と生活時間――日本へのインプリケー

ション」社会政策学会編『働きすぎ――労

働・生活時間の社会政策――』法律文化社，

2006年では，休息期間の下限規制による労働

時間の上限規制というEUの政策が紹介され

ている。

17 関連して，現在の過労死認定の判断では，時

間外労働の長さに重きがおかれ，本調査対象

であるバス運転手のようなケース，つまり拘

束時間の長い職種の負担が十分に考慮されな

いことが懸念される。だが，2005年に大阪労

働局は，バス運転手の過労死事件をめぐって，

拘束時間の長さに着目した業務上認定を決定

している。被災者は，時間外労働こそ50時間

で，認定基準である80時間には満たなかった

ものの，拘束時間は一ヶ月平均280時間，発症

前の月には約303時間に及んだ。以上は，せん

しゅうユニオン「近鉄観光バス過労死労災認

定の報告」職場の人権研究会『職場の人権』第

38号。

18 例えば，土居靖範ら『交通論を学ぶ――交

通権を保障する交通政策の実現を――』法律

文化社，2006年など，筆者も会員である交通

権学会員の著作を参照。学会HPは http://

www009.upp.so-net.ne.jp/kotsuken-

gakkai/。
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【資料１】付表

付表① 年齢別クロス集計（「質問紙調査」）

付表② 普段の仕事による身体の疲れの程度と部位の比較（「質問紙調査」）

付表③ 各ケースの，一週間の勤務日数，総拘束時間及び総睡眠時間（以下，「時間調査」)

付表④-a 各調査日の起床・出社・退社・就寝時刻，拘束・休息・睡眠（夜眠）時間

付表④-b 一週間の記録開始の前日の就寝時刻

付表⑤ 勤務／休日別にみた睡眠（夜眠）時間

付表⑥ 退社時刻別にみた翌日の出社時刻

付表⑦ 休息期間別にみた睡眠（夜眠）時間

付表⑧ 休息期間別にみた翌日の出社時刻

付表⑨ 出社時刻別にみた（前日からの）睡眠（夜眠）時間

付表⑩ 休息期間別・出社時刻別にみた（前日からの）睡眠（夜眠）時間

付表① 年齢別クロス集計

単位：人，％

年 齢
全体

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代
189 100.0

年齢 25歳未満 2 1.1
25～29歳 48 25.4
30～34歳 76 40.2
35～39歳 33 17.5
40～44歳 7 3.7
45～49歳 8 4.2
50～54歳 10 5.3
55～59歳 5 2.6

189 100.0 50 100.0 109 100.0 15 100.0 15 100.0

世帯人数 １人(単身) 22 11.6 2 4.0 19 17.4 1 6.7
２人 40 21.2 14 28.0 25 22.9 1 6.7
３人 60 31.7 18 36.0 34 31.2 2 13.3 6 40.0
４人 46 24.3 11 22.0 21 19.3 7 46.7 7 46.7
５人 17 9.0 5 10.0 8 7.3 3 20.0 1 6.7
６人以上 4 2.1 2 1.8 2 13.3

189 100.0 50 100.0 109 100.0 15 100.0 15 100.0

世帯構造 単身 22 11.6 2 4.0 19 17.4 1 6.7
夫婦 30 15.9 10 20.0 19 17.4 1 6.7
夫婦と子ども 78 41.3 10 20.0 50 45.9 12 80.0 6 40.0
夫婦と子どもと親 11 5.8 1 2.0 6 5.5 2 13.3 2 13.3
夫婦と親 5 2.6 1 0.9 4 26.7
親のみ 26 13.8 13 26.0 13 11.9
親とその他(兄弟姉妹) 12 6.3 11 22.0 1 0.9
その他 5 2.6 3 6.0 2 13.3

189 100.0 50 100.0 109 100.0 15 100.0 15 100.0

現在の通勤時
間（片道）

10分未満 15 7.9 3 6.0 7 6.4 3 20.0 2 13.3
10～20分未満 66 34.9 19 38.0 36 33.0 5 33.3 6 40.0
20～30分未満 60 31.7 18 36.0 35 32.1 4 26.7 3 20.0
30分以上 48 25.4 10 20.0 31 28.4 3 20.0 4 26.7

平均値 (単位：分) 21 20 22 16 21
標準偏差(単位：分) 11 10 12 10 13

189 100.0 50 100.0 109 100.0 15 100.0 15 100.0

雇用形態 (※
本文参照）

Ａ群 39 20.6 10 9.2 15 100.0 14 93.3
Ｂ群 83 43.9 19 38.0 63 57.8 1 6.7
Ｃ群 67 35.4 31 62.0 36 33.0
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単位：人，％

年 齢
全体

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代
187 100.0 48 100.0 109 100.0 15 100.0 15 100.0

バス乗務の経
験年数

１年未満 4 2.1 3 6.3 1 0.9
３年未満 18 9.6 9 18.8 9 8.3
５年未満 67 35.8 29 60.4 38 34.9
10年未満 47 25.1 7 14.6 40 36.7

20年未満 40 21.4 21 19.3 11 73.3 8 53.3

20年以上 11 5.9 4 26.7 7 46.7

平均値 (単位：年) 7.6 3.1 6.0 18.9 23.0

標準偏差(単位：年) 7.1 1.7 3.4 4.3 8.6

189 100.0 50 100.0 109 100.0 15 100.0 15 100.0

主な乗務内容 主に乗合・路線 177 93.7 50 100.0 99 90.8 14 93.3 14 93.3
主に貸切 2 1.1 2 1.8
乗合・路線と貸切を半々 10 5.3 8 7.3 1 6.7 1 6.7

171 100.0 43 100.0 98 100.0 15 100.0 15 100.0

一ヶ月当りの
所定外労働
（残業）時間
※ここ2，3ヶ
月の平均時間

０時間 1 0.6 1 6.7
１～９時間 12 7.0 2 4.7 8 8.2 2 13.3
10～19時間 15 8.8 4 9.3 7 7.1 1 6.7 3 20.0
20～29時間 43 25.1 6 14.0 27 27.6 3 20.0 7 46.7
30～39時間 60 35.1 17 39.5 35 35.7 6 40.0 2 13.3
40～49時間 31 18.1 12 27.9 17 17.3 2 13.3
50時間以上 9 5.3 2 4.7 4 4.1 2 13.3 1 6.7

平均値 (単位：時間) 28.2 30.6 28.1 29.3 21.0
標準偏差(単位：時間) 11.6 11.0 11.5 12.9 11.2

189 100.0 50 100.0 109 100.0 15 100.0 15 100.0

乗務中によく
ある出来事や
負担（複数回
答可）

(ア)乗務前や乗務中に，寝不足や疲れ，体調の悪
さを感じる

137 72.5 38 76.0 79 72.5 10 66.7 10 66.7

(イ)寝不足や強い眠気で乗務中にヒヤッとした
りハッとする

96 50.8 25 50.0 53 48.6 8 53.3 10 66.7

(ウ)自家用車が多くてイライラする 110 58.2 28 56.0 68 62.4 7 46.7 7 46.7
(エ)自家用車にバスレーンを走行されイライラ
する

105 55.6 25 50.0 63 57.8 10 66.7 7 46.7

(オ)乗務中，周囲の車両の走行・動きに，ヒヤッと
したりハッとする

147 77.8 41 82.0 85 78.0 10 66.7 11 73.3

(カ)ダイヤ通りの運行をしようと焦ったりダイ
ヤの遅れを取り戻そうと焦ったりする

105 55.6 24 48.0 64 58.7 9 60.0 8 53.3

(キ)乗務中に強い便意をもよおして我慢する 59 31.2 16 32.0 38 34.9 1 6.7 4 26.7
(ク)「行き」と「帰り」のあいだ(１方向と１方向
のあいだ）の休憩時間が十分にとれない

113 59.8 20 40.0 75 68.8 10 66.7 8 53.3

(ケ)１方向の乗務時間が長く，途中で集中力がと
ぎれる

45 23.8 13 26.0 27 24.8 4 26.7 1 6.7

(コ)車内事故の発生が気になって，運転に集中で
きなかったり精神的な負担を感じる

91 48.1 23 46.0 50 45.9 9 60.0 9 60.0

(サ)乗務中の口頭によるアナウンスが，運転に集
中する妨げになっている

80 42.3 16 32.0 47 43.1 9 60.0 8 53.3

183 100.0 48 100.0 105 100.0 15 100.0 15 100.0

勤務時間等に
関して強く感
じている負担
(複数回答可）

(ア)拘束時間の長い勤務が多い 162 88.5 44 91.7 89 84.8 15 100.0 14 93.3
(イ)乗務(運転）時間の長い乗務が多い 49 26.8 14 29.2 23 21.9 6 40.0 6 40.0
(ウ)在宅時間(勤務と勤務の間の時間)が短い 158 86.3 44 91.7 87 82.9 13 86.7 14 93.3
(エ)出社時刻の早い日が多い 77 42.1 20 41.7 42 40.0 8 53.3 7 46.7
(オ)退社時刻の遅い日が多い 88 48.1 21 43.8 48 45.7 10 66.7 9 60.0
(カ)毎日，出社・退社が不規則である 98 53.6 25 52.1 53 50.5 10 66.7 10 66.7
(キ)拘束時間中の休憩時間が不足している 54 29.5 10 20.8 37 35.2 3 20.0 4 26.7
(ク)ダイヤに余裕がない 114 62.3 28 58.3 66 62.9 9 60.0 11 73.3

129 100.0 33 100.0 73 100.0 11 100.0 12 100.0

そのうち，最
も強く感じて
いる負担(一
つのみ）

(ア)拘束時間の長い勤務が多い 58 45.0 16 48.5 32 43.8 6 54.5 4 33.3
(イ)乗務(運転)時間の長い乗務が多い 2 1.6 2 2.7
(ウ)在宅時間(勤務と勤務の間の時間)が短い 40 31.0 11 33.3 20 27.4 3 27.3 6 50.0
(エ)出社時刻の早い日が多い 3 2.3 3 4.1
(オ)退社時刻の遅い日が多い 4 3.1 1 3.0 3 4.1
(カ)毎日，出社・退社が不規則である 6 4.7 1 3.0 3 4.1 1 9.1 1 8.3
(ク)ダイヤに余裕がない 16 12.4 4 12.1 10 13.7 1 9.1 1 8.3
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単位：人，％

年 齢
全体

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代
157 100.0 35 100.0 92 100.0 15 100.0 15 100.0

平成16年度の
年収(税込み。
※勤続年数が
１年以下のも
のは除く）

300万円未満 14 8.9 4 11.4 10 10.9
～350万円未満 50 31.8 24 68.6 26 28.3
～400万円未満 37 23.6 5 14.3 32 34.8
～500万未満 21 13.4 2 5.7 19 20.7
～700万円未満 21 13.4 5 5.4 9 60.0 7 46.7
700万円以上 14 8.9 6 40.0 8 53.3

平均値 (単位：万円) 406 314 356 647 684
標準偏差(単位：万円) 147 38 73 80 108

178 100.0 47 100.0 101 100.0 15 100.0 15 100.0

暮らし振り 余裕がある 5 2.8 1 2.1 3 3.0 1 6.7
やや余裕がある 21 11.8 6 12.8 8 7.9 3 20.0 4 26.7
ぎりぎりの状態 75 42.1 25 53.2 37 36.6 6 40.0 7 46.7
やや苦しい 46 25.8 11 23.4 30 29.7 3 20.0 2 13.3
かなり苦しい 31 17.4 4 8.5 23 22.8 2 13.3 2 13.3

DI(余裕がある計－苦しい計） -28.7 -17.0 -41.6 -6.7 0.0

183 100.0 48 100.0 105 100.0 15 100.0 15 100.0

普段の仕事で
の，身体の疲
れの程度

とても疲れる 72 39.3 16 33.3 43 41.0 5 33.3 8 53.3
やや疲れる 103 56.3 30 62.5 57 54.3 10 66.7 6 40.0
あまり疲れない 4 2.2 2 4.2 1 1.0 1 6.7
まったく疲れない 1 0.5 1 1.0
どちらともいえない 3 1.6 3 2.9

（再掲）疲れる計 95.6 95.8 95.2 100.0 93.3

175 100.0 46 100.0 100 100.0 15 100.0 14 100.0

疲労の部位 全体的に 83 47.4 20 43.5 48 48.0 7 46.7 8 57.1
目 116 66.3 31 67.4 63 63.0 12 80.0 10 71.4
肩・腕・手 45 25.7 7 15.2 29 29.0 5 33.3 4 28.6
腰 51 29.1 16 34.8 25 25.0 6 40.0 4 28.6
足 17 9.7 5 10.9 11 11.0 1 6.7
その他 11 6.3 6 13.0 5 5.0

175 100.0 46 100.0 100 100.0 15 100.0 14 100.0

部位の数 １つ 37 21.1 8 17.4 24 24.0 2 13.3 3 21.4
２つ 131 74.9 37 80.4 72 72.0 12 80.0 10 71.4
３つ 5 2.9 1 2.2 3 3.0 1 7.1
４つ 1 0.6 1 1.0
５つ 1 0.6 1 6.7

183 100.0 48 100.0 105 100.0 15 100.0 15 100.0

各種自覚症状
の有無

いずれかの症状がある 162 88.5 42 87.5 91 86.7 15 100.0 14 93.3
特に症状はない 21 11.5 6 12.5 14 13.3 1 6.7

162 100.0 42 100.0 91 100.0 15 100.0 14 100.0

自覚症状(複
数回答可）

(ア)動悸，息切れ 8 4.9 3 7.1 4 4.4 1 7.1
(イ)心臓部痛，不整脈 7 4.3 2 4.8 4 4.4 1 6.7
(ウ)歯，歯ぐきの痛み・出血 13 8.0 2 4.8 9 9.9 1 6.7 1 7.1
(エ)吐き気，むかつき，胃痛 32 19.8 9 21.4 20 22.0 3 21.4
(オ)下痢，便秘，腹痛 48 29.6 11 26.2 29 31.9 3 20.0 5 35.7
(カ)せき，息苦しさ，呼吸難 18 11.1 3 7.1 10 11.0 4 26.7 1 7.1
(キ)喉の痛み 26 16.0 4 9.5 19 20.9 2 13.3 1 7.1
(ク)目のかすみ・疲れ 103 63.6 28 66.7 57 62.6 8 53.3 10 71.4
(ケ)めまい，耳鳴り 15 9.3 2 4.8 10 11.0 3 20.0
(コ)手足のけいれん・しびれ 7 4.3 1 2.4 4 4.4 1 6.7 1 7.1
(サ)肩，腕，首すじのこり・痛み 90 55.6 23 54.8 51 56.0 6 40.0 10 71.4
(シ)腰の痛み 75 46.3 17 40.5 43 47.3 5 33.3 10 71.4
(ス)皮膚のかゆみ・湿疹 38 23.5 7 16.7 27 29.7 3 20.0 1 7.1
(セ)頻尿・残尿感 24 14.8 4 9.5 15 16.5 3 20.0 2 14.3
(ソ)頭痛 48 29.6 16 38.1 26 28.6 2 13.3 4 28.6
(タ)身体全体の脱力感 33 20.4 9 21.4 17 18.7 4 26.7 3 21.4
(チ)不眠 35 21.6 10 23.8 18 19.8 1 6.7 6 42.9
(ツ)視力低下 33 20.4 4 9.5 14 15.4 6 40.0 9 64.3
(テ)食欲不振 8 4.9 4 9.5 3 3.3 1 7.1
(ト)その他
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単位：人，％

年 齢
全体

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代
183 100.0 48 100.0 105 100.0 15 100.0 15 100.0

持病(医師か
ら診断された
もの）の有無
(複数回答可）

胃腸病 5 2.7 5 4.8
高血圧 10 5.5 6 5.7 4 26.7
高脂血症 4 2.2 3 2.9 1 6.7
神経痛・リウマチ 2 1.1 2 1.9
肝臓病 3 1.6 1 2.1 2 1.9
腎臓病 2 1.1 2 1.9
心臓病 1 0.5 1 2.1
糖尿病 1 0.5 1 6.7
ぜん息 7 3.8 2 4.2 4 3.8 1 6.7
歯周病(歯槽膿漏等） 4 2.2 3 2.9 1 6.7
神経症(ノイローゼ等） 4 2.2 1 2.1 3 2.9
頸肩腕症候群 1 0.5 1 6.7
腰痛 24 13.1 2 4.2 18 17.1 3 20.0 1 6.7
痛風 2 1.1 1 1.0 1 6.7
眼精疲労 3 1.6 2 1.9 1 6.7
老眼 6 3.3 2 13.3 4 26.7
その他 7 3.8 1 2.1 4 3.8 2 13.3

183 100.0 48 100.0 105 100.0 15 100.0 15 100.0

睡眠に関する
問題状況の有
無(複数回答
可）

ぐっすり深い睡眠がとれない 74 40.4 23 47.9 37 35.2 8 53.3 6 40.0
夜中に目が覚める 68 37.2 12 25.0 36 34.3 5 33.3 15 100.0
十分な睡眠時間がとれない 139 76.0 38 79.2 81 77.1 11 73.3 9 60.0
床についてもなかなか眠りにつけない 35 19.1 7 14.6 23 21.9 3 20.0 2 13.3
眠ることを目的として，酒を飲む 17 9.3 2 4.2 8 7.6 5 33.3 2 13.3
目覚ましがなければ起きられない 96 52.5 26 54.2 60 57.1 6 40.0 4 26.7
早い時刻に起きるのがつらい 52 28.4 10 20.8 34 32.4 3 20.0 5 33.3

164 100.0 46 100.0 94 100.0 13 100.0 11 100.0

睡眠に関する
悩みの有無

非常に悩んでいる 27 16.5 8 17.4 15 16.0 2 15.4 2 18.2
まあ悩んでいる 80 48.8 26 56.5 41 43.6 8 61.5 5 45.5
悩んでいない 57 34.8 12 26.1 38 40.4 3 23.1 4 36.4

付表② 普段の仕事による身体の疲れの程度と部位の比較

単位：％

20歳代 30歳代
バス 労働者計 バス 労働者計

普段の仕
事での身
体の疲れ
の程度

とても疲れる 33.3 15.2＊ 41.0 16.7＊
やや疲れる 62.5 48.4 54.3 55.0
あまり疲れない 4.2 27.0 1.0 23.5
まったく疲れない 0.0 0.8 1.0 0.9
どちらともいえない 0.0 8.6 2.9 3.9

疲労の部
位

全体的に 43.5 48.9 48.0 53.5
目 67.4 35.7＊ 63.0 46.8＊
肩・腕・手 15.2 23.0 29.0 16.6＊
腰 34.8 16.4＊ 25.0 14.6＊
足 10.9 19.0 11.0 11.5
その他 13.0 5.6 5.0 8.0

＊ p＜0.05
注１：本調査回答者（バス運転手）と労働者計の差の正規分布検定を行った。
注２：労働者計の20歳代は，29歳以下。
注３：労働者計のデータは，『平成14年 労働者健康状況調査』結果より。
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付表③ 各ケースの，一週間の勤務日数，

総拘束時間及び総睡眠時間

単位：人，％

189 100.0

勤務日数 ４日間 4 2.1
５日間 55 29.1
６日間 127 67.2
７日間 3 1.6

186 100.0

一週間の総
拘束時間

50時間未満 10 5.4
50～55時間未満 16 8.6
55～60時間未満 19 10.2
60～65時間未満 45 24.2
65～70時間未満 43 23.1
70～75時間未満 29 15.6
75～80時間未満 19 10.2
80時間以上 5 2.7

平均値 (単位：時間) 65.3
標準偏差(単位：時間) 9.2

100 100.0

一週間の総
睡眠（夜眠）
時間

35時間未満 3 3.0
～38.5時間未満 4 4.0
～42時間未満 20 20.0
～45.5時間未満 21 21.0
～49時間未満 21 21.0
～52.5時間未満 17 17.0
～56時間未満 13 13.0
56時間以上 1 1.0

平均値 (単位：時間) 45.9
標準偏差(単位：時間) 5.4

100 100.0

一週間の総
睡眠（二度
寝・仮眠を
含む）時間

35時間未満 2 2.0
～38.5時間未満 1 1.0
～42時間未満 10 10.0
～45.5時間未満 18 18.0
～49時間未満 22 22.0
～52.5時間未満 23 23.0
～56時間未満 20 20.0
56時間以上 4 4.0

平均値 (単位：時間) 48.2
標準偏差(単位：時間) 5.3
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付表④-a 各調査日の起床・出社・退社・就寝時刻，拘束・休息・睡眠（夜眠）時間

単位：人，％

調査日
全体

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目
1323100.0 189100.0 189100.0 189100.0 189100.0 189100.0 189100.0 189100.0

勤務日／ 勤務日 1074 81.2 185 97.9 183 96.8 188 99.5 186 98.4 177 93.7 120 63.5 35 18.5
休日 休日 249 18.8 4 2.1 6 3.2 1 0.5 3 1.6 12 6.3 69 36.5 154 81.5

1231100.0 186100.0 186100.0 188100.0 189100.0 187100.0 164100.0 131100.0

起床時刻 ５時前 334 27.1 24 12.9 13 7.0 32 17.0 72 38.1 120 64.2 64 39.0 9 6.9
５時台 427 34.7 59 31.7 65 34.9 118 62.8 93 49.2 46 24.6 33 20.1 13 9.9
６時台 115 9.3 15 8.1 37 19.9 24 12.8 11 5.8 10 5.3 7 4.3 11 8.4
７時以降９時前 211 17.1 48 25.8 46 24.7 13 6.9 7 3.7 5 2.7 36 22.0 56 42.7
９時以降11時前 99 8.0 24 12.9 16 8.6 0 0.0 6 3.2 4 2.1 22 13.4 27 20.6
11時以降 45 3.7 16 8.6 9 4.8 1 0.5 0 0.0 2 1.1 2 1.2 15 11.5

平均値 (単位：時分) 6.1 7.0 6.7 5.5 5.2 4.9 6.1 8.0
標準偏差(単位：時分) 2.0 2.3 1.8 0.9 1.1 1.3 2.0 2.1

1067100.0 182100.0 182100.0 188100.0 185100.0 176100.0 120100.0 34100.0

出社時刻 ６時前 251 23.5 15 8.2 7 3.8 16 8.5 48 25.9 108 61.4 52 43.3 5 14.7
６時台 443 41.5 56 30.8 49 26.9 126 67.0 115 62.2 51 29.0 38 31.7 8 23.5
７時台 109 10.2 14 7.7 47 25.8 27 14.4 6 3.2 6 3.4 7 5.8 2 5.9
８時以降10時前 70 6.6 4 2.2 24 13.2 15 8.0 10 5.4 6 3.4 3 2.5 8 23.5
10時以降13時前 12 1.1 4 2.2 4 2.2 0 0.0 1 0.5 0 0.0 2 1.7 1 2.9
13時以降 182 17.1 89 48.9 51 28.0 4 2.1 5 2.7 5 2.8 18 15.0 10 29.4

平均値 (単位：時分) 7.9 10.6 9.2 6.8 6.5 6.1 7.4 9.3
標準偏差(単位：時分) 3.2 4.1 3.3 1.3 1.6 1.5 3.3 3.5

1067100.0 182100.0 182100.0 188100.0 185100.0 176100.0 120100.0 34100.0

退社時刻 18時前 266 24.9 14 7.7 2 1.1 10 5.3 50 27.0 124 70.5 59 49.2 7 20.6
18時以降20時前 210 19.7 16 8.8 14 7.7 52 27.7 78 42.2 30 17.0 13 10.8 7 20.6
20時台 224 21.0 14 7.7 59 32.4 81 43.1 41 22.2 11 6.3 13 10.8 5 14.7
21時台 123 11.5 7 3.8 56 30.8 37 19.7 8 4.3 4 2.3 7 5.8 4 11.8
22時台 104 9.7 49 26.9 31 17.0 5 2.7 3 1.6 4 2.3 7 5.8 5 14.7
23時以降 140 13.1 82 45.1 20 11.0 3 1.6 5 2.7 3 1.7 21 17.5 6 17.6

平均値 (単位：時分) 19.3 21.9 21.2 20.1 18.5 15.7 17.8 19.9
標準偏差(単位：時分) 3.3 2.5 1.5 1.5 2.6 3.0 4.1 3.3

1193100.0 184100.0 185100.0 187100.0 187100.0 183100.0 157100.0 110100.0

就寝時刻 21時前 15 1.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 3 1.6 9 4.9 2 1.3 1 0.9
21時以降23時前 275 23.1 20 10.9 25 13.5 49 26.2 72 38.5 62 33.9 24 15.3 23 20.9
23時台 407 34.1 26 14.1 75 40.5 86 46.0 77 41.2 61 33.3 43 27.4 39 35.5
24時台 307 25.7 70 38.0 67 36.2 42 22.5 25 13.4 33 18.0 41 26.1 29 26.4
25時台 125 10.5 45 24.5 16 8.6 10 5.3 6 3.2 13 7.1 28 17.8 7 6.4
26時以降 64 5.4 23 12.5 2 1.1 0 0.0 4 2.1 5 2.7 19 12.1 11 10.0

平均値 (単位：時分) 23.6 24.4 23.7 23.3 23.0 23.0 24.1 23.7
標準偏差(単位：時分) 1.3 1.2 0.9 0.9 1.1 1.4 1.6 1.5

1067100.0 182100.0 182100.0 188100.0 185100.0 176100.0 120100.0 34100.0

拘束時間 ８時間未満 122 11.4 15 8.2 12 6.6 4 2.1 8 4.3 53 30.1 24 20.0 6 17.6
８～10時間未満 298 27.9 83 45.6 46 25.3 8 4.3 38 20.5 63 35.8 49 40.8 11 32.4
10～13時間未満 195 18.3 18 9.9 33 18.1 40 21.3 50 27.0 32 18.2 14 11.7 8 23.5
13～15時間未満 365 34.2 25 13.7 78 42.9 126 67.0 84 45.4 25 14.2 20 16.7 7 20.6
15時間以上 87 8.2 41 22.5 13 7.1 10 5.3 5 2.7 3 1.7 13 10.8 2 5.9

平均値 (単位：時間) 11.5 11.3 12.0 13.3 11.9 9.6 10.4 10.6
標準偏差(単位：時間) 2.9 3.3 2.7 1.8 2.5 2.4 3.0 2.8

839100.0 177100.0 181100.0 184100.0 173100.0 115100.0 9100.0

休息期間 ８時間未満 47 5.6 18 10.2 22 12.2 3 1.6 3 1.7 1 0.9
８時間台 112 13.3 44 24.9 38 21.0 17 9.2 8 4.6 4 3.5 1 11.1
９時間台 211 25.1 22 12.4 72 39.8 68 37.0 38 22.0 10 8.7 1 11.1
10時間台 157 18.7 18 10.2 26 14.4 51 27.7 46 26.6 14 12.2 2 22.2
11～14時間未満 139 16.6 27 15.3 18 9.9 35 19.0 41 23.7 17 14.8 1 11.1
14～17時間未満 119 14.2 36 20.3 3 1.7 8 4.3 33 19.1 37 32.2 2 22.2
17時間以上 54 6.4 12 6.8 2 1.1 2 1.1 4 2.3 32 27.8 2 22.2

平均値 (単位：時間) 11.4 11.4 9.6 10.4 11.6 15.4 14.5
標準偏差(単位：時間) 3.5 3.5 1.6 1.9 2.5 5.1 6.3
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単位：人，％

調査日
全体

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目
1175100.0 156100.0 182100.0 184100.0 187100.0 185100.0 162100.0 119100.0

睡眠（夜
眠）時間

５時間未満 161 13.7 12 7.7 30 16.5 33 17.9 35 18.7 34 18.4 16 9.9 1 0.8
５時間台 324 27.6 25 16.0 53 29.1 66 35.9 62 33.2 60 32.4 42 25.9 16 13.4
６時間台 281 23.9 23 14.7 39 21.4 61 33.2 59 31.6 59 31.9 29 17.9 11 9.2
７時間台 176 15.0 32 20.5 38 20.9 20 10.9 21 11.2 21 11.4 19 11.7 25 21.0
８時間台 96 8.2 27 17.3 10 5.5 3 1.6 6 3.2 4 2.2 16 9.9 30 25.2
９時間以上 137 11.7 37 23.7 12 6.6 1 0.5 4 2.1 7 3.8 40 24.7 36 30.3

平均値 (単位：時間) 6.5 7.4 6.3 5.8 5.9 5.9 7.1 8.0
標準偏差(単位：時間) 1.8 2.1 1.5 1.1 1.2 1.3 2.2 2.0

注：「単位：時分」の小数は，60（分）で割った値。0.1＝６分。他の表についても同様。

付表④-b 一週間の記録開始の前日の就寝時刻

単位：人，％

158 100.0

19時台 1 0.6
20時台 4 2.5
21時台 5 3.2
22時台 34 21.5
23時台 49 31.0
24時台 34 21.5
25時以降 31 19.6

平均値 (単位：時分) 23.6
標準偏差(単位：時分) 1.6

付表⑤ 勤務／休日別にみた睡眠（夜眠）時間

単位：人日，％

勤務日／休日
全体

勤務日 休日
1175 100.0 1025 100.0 150 100.0

４時間未満 33 2.8 32 3.1 1 0.7
４時間台 128 10.9 127 12.4 1 0.7
５時間台 324 27.6 311 30.3 13 8.7
６時間台 281 23.9 272 26.5 9 6.0
７時間台 176 15.0 145 14.1 31 20.7
８時間台 96 8.2 62 6.0 34 22.7
９時間台 61 5.2 36 3.5 25 16.7
10時間以上 76 6.5 40 3.9 36 24.0

(再掲)７時間未満 65.2 72.4 16.0
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付
表
⑥

退
社
時
刻
別
に
み
た
翌
日
の
出
社
時
刻

単
位
：
人
日
，％

退
社
時
刻

全
体

18
時
前

18
時
台

19
時
台

20
時
台

21
時
台

22
時
台

23
時
以
降

83
9
10
0.
0

14
3
10
0.
0

67
10
0.
0

12
2
10
0.
0

20
0
10
0.
0

11
1
10
0.
0

88
10
0.
0

10
8
10
0.
0

翌
日
の
出

社
時
刻

４
時
台

10
1.
2

4
2.
8

1
1.
5

2
1.
6

3
1.
5

５
時
台

21
7

25
.9

61
42
.7

34
50
.7

51
41
.8

54
27
.0

14
12
.6

3
3.
4

６
時
台

37
3

44
.5

41
28
.7

20
29
.9

55
45
.1

12
1

60
.5

78
70
.3

40
45
.5

18
16
.7

７
時
台

91
10
.8

7
4.
9

4
6.
0

6
4.
9

12
6.
0

10
9.
0

29
33
.0

23
21
.3

８
時
台

46
5.
5

6
4.
2

6
9.
0

3
2.
5

5
2.
5

6
5.
4

12
13
.6

8
7.
4

９
時
以
降

10
2

12
.2

24
16
.8

2
3.
0

5
4.
1

5
2.
5

3
2.
7

4
4.
5

59
54
.6

(再
掲
)６

時
前

27
.1

45
.5

52
.2

43
.4

28
.5

12
.6

3.
4

0.
0

(再
掲
)７

時
前

71
.5

74
.1

82
.1

88
.5

89
.0

82
.9

48
.9

16
.7

付
表
⑦

休
息
期
間
別
に
み
た
睡
眠
（
夜
眠
）
時
間

単
位
：
人
日
，％

休
息
期
間

全
体

８
時
間
未
満

８
時
間
台

９
時
間
台

10
時
間
台

11
時
間
台

12
時
間
台

13
時
間
台

14
時
間
台

15
時
間
台

16
時
間
台

17
時
間
台

18
時
間
台

19
時
間
台

20
時
間
以
上

83
2
10
0.
0

47
10
0.
0
11
2
10
0.
0
21
1
10
0.
0
15
3
10
0.
0

83
10
0.
0

26
10
0.
0

29
10
0.
0

45
10
0.
0

42
10
0.
0

31
10
0.
0

11
10
0.
0

10
10
0.
0

7
10
0.
0

25
10
0.
0

睡
眠
（
夜

眠
）
時
間

４
時
間
未
満

25
3.
0

5
10
.6

3
2.
7

8
3.
8

2
1.
3

3
3.
6

1
3.
4

1
2.
2

1
2.
4

1
3.
2

４
時
間
台

11
9

14
.3

21
44
.7

30
26
.8

24
11
.4

21
13
.7

7
8.
4

1
3.
8

3
10
.3

3
6.
7

2
4.
8

5
16
.1

2
20
.0

５
時
間
台

27
9

33
.5

20
42
.6

54
48
.2

83
39
.3

49
32
.0

21
25
.3

9
34
.6

6
20
.7

10
22
.2

13
31
.0

8
25
.8

3
27
.3

3
12
.0

６
時
間
台

23
9

28
.7

1
2.
1

24
21
.4

82
38
.9

57
37
.3

25
30
.1

10
38
.5

5
17
.2

7
15
.6

12
28
.6

5
16
.1

6
54
.5

2
20
.0

1
14
.3

2
8.
0

７
時
間
台

10
7

12
.9

1
0.
9

14
6.
6

23
15
.0

22
26
.5

3
11
.5

10
34
.5

11
24
.4

7
16
.7

9
29
.0

1
9.
1

1
10
.0

1
14
.3

4
16
.0

８
時
間
台

28
3.
4

1
0.
7

4
4.
8

3
11
.5

3
10
.3

6
13
.3

4
9.
5

3
9.
7

1
10
.0

1
14
.3

2
8.
0

９
時
間
以
上

35
4.
2

1
1.
2

1
3.
4

7
15
.6

3
7.
1

1
9.
1

4
40
.0

4
57
.1

14
56
.0

(再
掲
)７

時
間
未
満

79
.6

10
0.
0

99
.1

93
.4

84
.3

67
.5

76
.9

51
.7

46
.7

66
.7

61
.3

81
.8

40
.0

14
.3

20
.0

付
表
⑧

休
息
期
間
別
に
み
た
翌
日
の
出
社
時
刻

単
位
：
人
日
，％

休
息
期
間

全
体

８
時
間
未
満

８
時
間
台

９
時
間
台

10
時
間
台

11
時
間
台

12
時
間
台

13
時
間
台

14
時
間
台

15
時
間
台

16
時
間
台

17
時
間
台

18
時
間
台

19
時
間
台

20
時
間
以
上

83
9
10
0.
0

47
10
0.
0
11
2
10
0.
0
21
1
10
0.
0
15
7
10
0.
0

83
10
0.
0

26
10
0.
0

30
10
0.
0

45
10
0.
0

43
10
0.
0

31
10
0.
0

12
10
0.
0

10
10
0.
0

7
10
0.
0

25
10
0.
0

翌
日
の
出

社
時
刻

４
時
台

10
1.
2

3
2.
7

2
0.
9

1
0.
6

3
3.
6

1
3.
3

５
時
台

21
7

25
.9

6
12
.8

17
15
.2

68
32
.2

42
26
.8

23
27
.7

11
42
.3

3
10
.0

9
20
.0

23
53
.5

11
35
.5

2
16
.7

1
10
.0

1
4.
0

６
時
台

37
3

44
.5

36
76
.6

48
42
.9

11
6

55
.0

90
57
.3

38
45
.8

6
23
.1

5
16
.7

1
2.
2

8
18
.6

15
48
.4

6
50
.0

2
20
.0

1
14
.3

1
4.
0

７
時
台

91
10
.8

5
10
.6

42
37
.5

9
4.
3

12
7.
6

9
10
.8

4
15
.4

4
13
.3

1
2.
2

2
6.
5

2
16
.7

1
10
.0

８
時
台

46
5.
5

2
1.
8

13
6.
2

5
3.
2

10
12
.0

2
7.
7

4
13
.3

5
11
.1

1
2.
3

2
20
.0

1
14
.3

1
4.
0

９
時
以
降

10
2

12
.2

3
1.
4

7
4.
5

3
11
.5

13
43
.3

29
64
.4

11
25
.6

3
9.
7

2
16
.7

4
40
.0

5
71
.4

22
88
.0

(再
掲
)６

時
前

27
.1

12
.8

17
.9

33
.2

27
.4

31
.3

42
.3

13
.3

20
.0

53
.5

35
.5

16
.7

10
.0

0.
0

4.
0

(再
掲
)７

時
前

71
.5

89
.4

60
.7

88
.2

84
.7

77
.1

65
.4

30
.0

22
.2

72
.1

83
.9

66
.7

30
.0

14
.3

8.
0
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付
表
⑨

出
社
時
刻
別
に
み
た
（
前
日
か
ら
の
）
睡
眠
（
夜
眠
）
時
間

単
位
：
人
日
，％

出
社
時
刻

全
体

４
時
台

５
時
台

６
時
台

７
時
台

８
時
台

９
時
以
降

10
18

10
0.
0

10
10
0.
0

23
5
10
0.
0

42
8
10
0.
0

10
4
10
0.
0

51
10
0.
0

19
0
10
0.
0

(前
日
か

ら
の
）
睡

眠（
夜
眠
）

時
間

４
時
間
未
満

31
3.
0

15
6.
4

13
3.
0

3
1.
6

４
時
間
台

12
5

12
.3

3
30
.0

40
17
.0

64
15
.0

15
14
.4

1
2.
0

2
1.
1

５
時
間
台

30
9

30
.4

5
50
.0

95
40
.4

15
2

35
.5

37
35
.6

4
7.
8

16
8.
4

６
時
間
台

27
2

26
.7

2
20
.0

67
28
.5

13
6

31
.8

25
24
.0

19
37
.3

23
12
.1

７
時
間
台

14
4

14
.1

15
6.
4

57
13
.3

21
20
.2

15
29
.4

36
18
.9

８
時
間
台

62
6.
1

2
0.
9

5
1.
2

5
4.
8

8
15
.7

42
22
.1

９
時
間
台

35
3.
4

1
0.
4

1
0.
2

1
1.
0

3
5.
9

29
15
.3

10
時
間
以
上

40
3.
9

1
2.
0

39
20
.5

(再
掲
)７

時
間
未
満

72
.4

10
0.
0

92
.3

85
.3

74
.0

47
.1

23
.2

付
表
⑩

休
息
期
間
別
・
出
社
時
刻
別
に
み
た
（
前
日
か
ら
の
）
睡
眠
（
夜
眠
）
時
間

単
位
：
人
日
，％

休
息
期
間

全
体

８
時
間
未
満

８
時
間
台

９
時
間
台

10
時
間
台

11
時
間
台

12
時
間
台

13
時
間
台

14
時
間
台

15
時
間
台

16
時
間
台

17
時
間
台

18
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満
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13
56
.5
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42
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66
.7
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.0
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33
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66
.7

1
14
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1
16
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3
13
.0

７
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上
睡
眠

10
8

45
.8

7
28
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10
43
.5

11
57
.9

3
33
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11
55
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.9
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66
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